
 

 

 

 

英語名：acute encephalopathy in children 

 

Ａ．患者さん 

ご家族の皆さまへ 
 

ここでご紹介している副作用は、まれなもので、必ず起こるというものではありま

せん。ただ、副作用は気づかずに放置していると重くなり健康に影響を及ぼすことが

あるので、早めに「気づいて」対処することが大切です。そこで、より安全な治療を

行う上でも、本マニュアルを参考に、患者さんご自身、またはご家族に副作用の黄色

信号として「副作用の初期症状」があることを知っていただき、気づいたら医師ある

いは薬剤師に連絡してください。 

 

アスピリンなどの熱さまし、抗ヒスタミン薬を含むかぜ薬や、

気管支を広げるためのぜんそくの薬などの他、てんかんを治す薬

や免疫を抑える薬などの一部の薬により、小児の急性脳症が起こ

る場合があります。 

特に乳幼児で「けいれんが５分間以上止まらなかった場合」、

「けいれんが止まったあと意識が無く、ずっとぐったりしてい

る場合」、「けいれんが起きなくても、いつもと違った意味不

明な言動があったり、ぐったりしている場合」には、脳が危険

な状態になっていることがあります。 

このような場合には、すぐに救急車を呼ぶなどして病院を受診

しましょう。 
 

小児の急性脳症 



１．急性脳症とは 

急性脳症は脳の急激な浮腫（むくみ）によっておう吐や血

圧・呼吸の変化、意識障害、けいれんなどがみられる脳の危険

な状態で、さまざまな原因で起こります。 

お子様が急に熱がでた時に、黒目が上に上がって、意識がな

くなり、体と手足が突っ張って、ぶるぶるとふるわせるような

けいれんが起こることはまれなことではありません。1－4歳く

らいのお子さんは「ひきつけ」を起こしやすく、多くの場合、

けいれんは３－５分間以内に終わりますが、長い間けいれんが

続いたり、身体に力が入ったけいれんの状態が終わっても、ず

っとぐったりしていたりする場合には、急性脳症がおきている

可能性があります。また、けいれんが起きなくても、いつもと

違った意味のわからない言動があったり、眠たがってとろとろ

寝ているうちに、意識がなくぐったりしている場合もあります。

こうした急激に脳の異常がおこる状態には、髄膜炎、脳炎やて

んかん発作など多くの原因があります。これらの原因をはっき

りとみつけることのできない状態を急性脳症と言います。ウイ

ルス感染症に伴っておこるインフルエンザ脳症が有名ですが、

そのほかのウイルス感染に伴っても起こりやすいですし、サル

モネラ菌による食中毒にともなって起こる場合などもありま

す。 

この他に、お薬の副作用として急性脳症の症状が現れること

がまれにあります。アスピリンなどの熱さまし、抗ヒスタミン

薬を含むかぜ薬や、気管支を広げるためのぜんそくの薬などの

他、てんかんを治す薬や免疫を抑える薬などの一部の薬が、小

児の急性脳症の発症に関係のある場合があります。 

 

２．早期発見と早期対応のポイント 

特に乳幼児で｢けいれんが５分間以上止まらなかった場合｣

や、短いけいれんでも｢けいれんが止まったあと意識が無く、

ぐったりしていたりする場合｣は、すぐに救急車を呼ぶなどし

て病院を受診しましょう。その際には、医師・薬剤師からわた



されたお薬手帳や、もらった薬の説明書があればそれを持参し

てください。 

医師に処方された薬や薬局で買った市販の薬を飲んで、けい

れんがおこったことがある方は、医師・薬剤師にそのことを知

らせましょう。 
 

 

 

※  医薬品の販売名、添付文書の内容等を知りたい時は、独立行政法人医薬品医療

機器総合機構の医薬品医療機器情報提供ホームページの「添付文書情報」から検

索することが出来ます。（http://www.info.pmda.go.jp/） 

また、薬の副作用により被害を受けた方への救済制度については、独立行政法

人医薬品医療機器総合機構のホームページの「健康被害救済制度」に掲載されて

います。（http://www.pmda.go.jp/） 
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